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1 定義 

1.1 各種名称 

本プロジェクトの名称を School-Counsel プロジェクトという。 

カウンセリングを行う専門家をカウンセラーという。 

カウンセリングを受ける学生およびその親や教師を相談者という。 

 



 

2 サーバ構成 

2.1 ハードウェア 

以下のスペックのサーバとする。 
分類 詳細 
CPU Pentium Ⅲ 700MHz L2Cache 256KB 
メモリ 256MB ECC （128MB SDRAM ×２） 
ハードディスク SCSI 9GB U2W×１：Cドライブ ９GBのシステム領域 

SCSI 9GB U2W×２：D ドライブ ２台によるソフトウェアミラーリング構成 
CDROM装置 24倍速 IDE 
ネットワークカード Ether Express Pro 100 Plus 
バックアップ装置 DVD-RAM 
UPS APC Smart-UPS 700J 
モニタ なし 

2.2 ソフトウェア 

Windows 2000 Server ＋ Microsoft SQL Server 2000 + IIS5.0 構成とする。以下に詳

細を示す。 
分類 詳細 
OS Microsoft Windows 2000 Server 

Service Pack 1 を適用 
Web Server Microsoft Internet Information Server 5.0 
Database Microsoft SQL Server 2000 
バックアップ システムはWindows2000標準ソフトで手動バックアップを行う 

データベースは SQL2000標準機能で手動バックアップを行う 
ウィルスチェック 使用しない 
UPS監視ソフト PowerChute plus for Win V5.2J 
メールサーバ 未使用 

2.3 OSの設定 

ホスト名：COUNSEL 

本サーバの Windows NT Server はスタンドアロンサーバとする。ドメインの構築や Active 

Directoryの構築も行わない。ファイル・プリンタ共有サービスは提供しない。 

2.4 NTFSの設定 

使用するディレクトリは以下の種類がある。 
役割 例 権利 

メールスプール C:¥inetpub¥mailroot Fullコントロール 
Web D:¥www RX 
エージェント D:¥www¥Admin¥vbs RX 
Attachmentフォルダ格納用 D:¥Mail¥Attachment Fullコントロール 

 

2.5 IISの設定 

Web サイトの構築をスムーズに行うため、IIS 上のサイトはすべて Server Extensions Web 

にする。 

2.5.1 Session 

Session タイムアウトは 60分とする。 

2.6 ローカルアカウント 

以下のローカルアカウントを発行する。尚、本資料においてはセキュリティ上一部設定の記述を

「***」で隠蔽している。 



 

ローカルグループ 説明 
*** OSの管理ができる 
*** サイトの管理・編集ができる 
ローカルユーザ  
*** WWWを閲覧する匿名ユーザ 
*** （デフォルト） 
*** （デフォルト） 
*** アカウント停止 

カウンセリングサーバにローカルログオンできるユーザは、Administrators のみである。 



 

3 ネットワーク構成 

3.1 設置場所及びトポロジー 

本サーバは東京工業大学赤堀研究室に設置し、以下のネットワークトポロジー下におかれる。 

10 Base 2 

東京工業大学の支線ネットワーク 

100 Base-TX 

赤堀研究室の支線ネットワーク 

ゲートウェイ 

本サーバ 

 
図１ ネットワークトポロジー 

本サーバのインターネット接続パラメータは以下の通りとする。 
分類 値 
接続方法 東京工業大学の専用線使用 
IPアドレス *** 
サブネットマスク *** 
Host名 *** 
エイリアス名 *** 
ドメイン名 school-counsel.net (2000/11/1 Register.COMより取得) 

3.2 ドメイン名 

本サーバおよび、カウンセリングメールのドメインとして school-counsel.net を新規に取

得して利用する。Primary および  Secondary Name Server は外部委託する

（Register.com）。実際には、以下がDNSサーバである。 
DNS29.REGISTER.COM ***      
DNS30.REGISTER.COM *** 

 

3.3 ポートスクリーニング 

既設ゲートウェイにより、本サーバのポートを保護する。ポートスクリーニングの設定を以下のよ

うにする。 
項目 PORT/Protocol 設定内容 
原則 0-1024/TCP 

0-1024/UDP 
閉じる 
閉じる 

例外   
SMTP  25/TCP 開放 
HTTP  80/TCP 開放 
PING  開放 

 



 

4 動作原理 

4.1 基本機能 

本サーバにより以下のサービスを提供する。 
機能名称 詳細 備考 
相談者グループに対するサービス 
登録 個人情報の登録を行う  
端末認証 接続端末が登録されているものであるかの認証  
カウンセリングデータ閲覧 自分がやりとりしたメールデータのみを閲覧可能  
チャット チャットに参加できる  
掲示板 掲示板を選んで書き込み／閲覧ができる  

カウンセラーグループに対するサービス 
カウンセリング管理者に対するサービス 
各カウンセラーのアクセス権限
設定 

各カウンセラーの情報の更新  

相談者閲覧・追加・編集 相談者データの編集権がある  
割り付け 相談者とカウンセラーを対応付けできる  
暗号キー設定 暗号キーの設定と管理  

各カウンセラーに対するサービス 
メール送信 担当相談者に対してメールを送信できる 

送信済みメールはメーラーのフォルダに相談者別に仕分

けされる 

 

メール受信 担当の相談者から相談メールを受信する 
受信されたメールは相談者ごとに別のフォルダに仕分け

される 

 

担当カウンセリングデータ閲覧 担当相談者と過去にやりとりした全メールを Web 上で閲
覧できる 

 

カウンセリングタグ付け 上記全メールに対しメール単位で１０カテゴリー程度の
タグを付加することがWeb上でできる 

 

BBSの開設   
チャットの開設   
評価 担当相談者を１７段階のチェック項目で評価する  

カウンセリング評価者に対するサービス 
カウンセリングデータの閲覧 統計的情報のみの閲覧ができる  

システム運用者グループに対するサービス 
バックアップ SQL データのバックアップやリストアに関する知識の提

供（今回はマニュアルレベルで対応） 
 

 



 

5 メールとデータベースの連携 

5.1 概要 

カウンセラー、相談者相互の情報交換は、メールを介するものと、Web を介するものと２種類あ

る（Webには BBS およびチャットがある）。本章では、メールを介して行われるサービスのネットワ

ーク構成に関する点について解説する。 

カウンセラー、相談者ともにメーラーとして Microsoft Outlook 2000 を使用する。メール通信

プロトコルとして通常の SMTP／POP３を使用する。カウンセリングサーバは、後にすべてのメー

ルを Web 上で閲覧したり、タグ付け機能を提供するために、全メールをフックし、データベースに

登録することが必要である。 

5.2 メールフックの各種方式 

メールのフック方式には以下の３種類がある。 
方式 概要 利点 欠点 
方式１ 専用のメールサーバな

し 
各自の契約プロバイダ

ー等を利用する 

メールサーバを設置しなくてすむため 
管理が減る 

サーバに情報を蓄積することが大変に

なる 
相談者やカウンセラーのメールアドレ

スが直接公開されてしまう 
プロバイダの POP3 サーバに直接カウ
ンセリングサーバがアクセスすること

になり、メールのダウンロードのタイミ

ング等が難しい 
方式２ センター内のメールサ

ーバを利用 
 メールサーバの POP3 を公開する必要

がおきるため、セキュリティ上好ましく

ない 
メールアカウントの自動生成等が大変

である 
メール相談者の設定が２重化するため、
送受信がわずらわしくなる 

方式３ カウンセリングサーバ
内、あるいは同一セグ
メント内にメールサー

バを設置 

データベースへ取り込みが容易 
POP3を公開しないのでメールサーバが
安全である 
 

新規にメールサーバの管理が必要とな

る 

上記の利点・欠点を踏まえた上で、本サーバは方式３で行うことがもっとも容易かつ安全である

と判断し、それを実装する。 

5.3 方式３の概要 

方式３の場合、2種類の実装が考えられる。本サーバでは「アサインメント方式」で実装する。以

下にその概要をまとめ、個別に実装について解説する。 

方式 概要 利点・欠点 
メーリングリスト方式 各ユーザの代理を務めるメーリング

リストを作成する 
メールのあて先は常にこのメーリン

グリストになる 
メーリングリストには、カウンセリング
サーバが使用するアカウントと、本

人の受信用アドレスが入る 

利点： 
誰宛に送られたメールなのかを容易に判断できる 
欠点： 
通常のメールサーバとメーリングリスト管理ソフトを使用するた

め、制御が難しい。ユーザの代理アドレスを知ってしまえば、
誰でもメールが送れてしまう 

アサインメント方式 カウンセリングアサインメントごとに
カウンセリングサーバ上にアカウン

トを作成する 
ユーザは、自分のアサインメント
にメールをする 
サーバは、From 欄、To 欄を解析
して、適切なユーザに再配送する 

利点： 
アサインメント単位で、ユーザは受信用メールアドレスの切り

替えができる 
既存のメールサーバ等を制御する必要がない 
サーバが一度受け取ってから再送するため、セキュリティ等

の細工が施しやすい（たとえば、別の人がメールを送っても、

拒否できる） 
欠点： 
From 欄の偽装が行われた場合、偽装のカウンセリングデー
タが流される可能性がある 



 

5.4 メーリングリスト方式 

5.4.1 仕組み 

カウンセラー及び相談者はメール送受信時に使用するメールアドレスは本サーバが提供するメ

ーリングリストである。 

例えばカウンセラーAに送られたメールは、カウンセラーA 本人及び、その代理に送信される。

この仕組みにより、送信されたメールは、本人および代理という２種類のユーザに送られる。本サ

ーバは、定期的にカウンセラーAの代理としてPOP３サーバからメールを受信し、データベースに

登録する。相談者に送られたメールについても同様である。この代理を使ったメールデータの流

れを下図に示す。 

 

メールサーバ 

SMTP 

POP3 

カウンセラーA本人

のメールスプール 

(プロバイダ) 

カウンセラーAの 

代理メールスプール  

相談者 

のメーラ 
カウンセラーA

のメーラ 

カウンセリング 

サーバ データ 

ベース 

 

図 5-1メーリングリスト方式で相談者が送信したメールの流れ 

カウンセラー及び、相談者のメーラの設定は以下のようになる。 
  カウンセラー 相談者 

名前 実名 実名 アカウント１ 

返信メールアドレス プロバイダからのアドレス プロバイダからのアドレス 

名前 （任意） （任意） アカウント２ 

返信メールアドレス 本サーバ指定のもの 本サーバ指定のもの 

通常のメールを送る場合にはアカウント１を使用するが、カウンセリング用には匿名性を維持す

るためアカウント２を利用する。 

5.4.2 メールアドレス 

カウンセラーの総数をM人、相談者の総数をN人とするとき、以下のメールアドレスを作成する。

ドメインは school-counsel.net である。以下にカウンセラー１,2,...Ｍと相談者１,2,...N の使用す

るそれぞれのメールアドレスを示す。 



 

対象者 メーリングリスト名 登録メールアドレス 
カウンセラー用 
カウンセラー 1 counselor_[CounselorID(1)] カウンセラー１のメールアドレス 

counselor_agent_[CounselorID(1)] 
… … … 
カウンセラー M counselor_[CounselorID(M)] カウンセラーMのメールアドレス 

counselor_agent_[CounselorID(M)] 
相談者用 
相談者 1 client_[ClientID(1)] 相談者１のメールアドレス 

client_agent_[ClientID(1)] 
… … … 
相談者 N client_[ClientID(N)] 相談者 Nのメールアドレス 

client_agent_[ClientID(N)] 

各カウンセラー、相談者には、あらかじめユニークな ID（3～16文字以内の英数字）が割り振ら

れているとする。例えばカウンセラー１が"abc"というＩＤが振られていた場合のメーリングリスト名は

" counselor_abc"となる。 

カウンセラーおよび、相談者のメールアドレスは、その個人がプロバイダから提供されたメール

アドレスである。 

5.5 アサインメント方式 

SMTP／受信 

カウンセラーA本人

のメールスプール 

(プロバイダ) 

このカウンセリング

アサインメント専用

のメールスプール 相談者 

のメーラ カウンセラー

Aのメーラ 

カウンセリングサーバ 

データ 

ベース 

SMTP／送信 

定期監視ツール 

相談者が加入する

プロバイダのSMTP  

 

図 5-2 アサインメント方式で相談者が送信したメールの流れ 

具体的手順： 

１） まず、カウンセラーや相談者の登録がWeb上で行われる。 

次に、管理者によってアサインメント（割り付け）が行われる。アサインメントの際に、メールアドレスのアカウントはアサイ

ン時に入力して取得する。仮にこれが agent だったとすると、このカウンセリング専用のメールアドレスは 

agent@school-counsel.net となる。CDONTS で実装した SMTPであれば、アカウント登録の必要がない。 

２） ウンセリングサーバは、そのアサインメントの両者の本当のメールアドレスを、この番号と一緒に保持する。 

例：3, agent, a@nifty.ne.jp, b@nifty.ne.jp 

ここで 3は、AssignmentID, a はカウンセラー、bは相談者の、本当のアドレス 

従って、カウンセラーは、アサインメントごと異なったメールアドレスを使えるというメリットもある。 

３） ウンセラー  a さんは、Web 上で  相 談者  b さんとのカウンセリング専用の代理メールアドレス  

agent@school-counsel.net というメールアドレスを知る。 

４） そこで、a@nifty.ne.jp さんが、agent@school-counsel.net にメールを投げる。そのメールは agent という架空のアカウント 

のメールスプールにたまる。 

５） カウンセリングサーバは、定期的に SMTP から、メールを完全ダウンロードし SQL に蓄える。このとき、メールのヘッダー

情報は、パーツにわけてSQLに蓄えられる。 



 

６） カウンセリングサーバは、メールが、カウンセラーから相談者へのメールか、その逆かはヘッダーから理解できる。 

７） カウンセラーからのメールであるとわかったら、同文を登録されている相談者のアドレスへ CDONTS を使って投げつけれ

ば完了。 

 

この仕組みであれば、メーリングリストも POP３も使わず、確実にメールデータが取得できるというメリ

ットがある。また、メール解析を、独自のプログラムで行うため、様々なセキュリティ的な仕組みが組み込

める可能性が高い。たとえば、ドメイン制限、IP 制限、相談者制限 … メールヘッダーに書いてあるこ

とであれば、それをセキュリティに利用できる。 

5.6 メール解析エージェント 

カウンセリングサーバは、定期的に内部にあるSMTPのスプールからメールをダウンロードする。

この定期的処理をするプログラムをメール解析エージェントと呼ぶ。ダウンロードされたメールは解

析され、データベース内のMailCounselingTableに保持される。 

Agent.vbs として実装され、それは、Receive.vbs , Send.vbs , UserUnknown.vbsを呼び

出している。 

Agent.vbs は、Windows2000のタスクによって３分おきに自動実行される。 

5.6.1 Receive.vbs 

SMTP サーバのメールスプールに蓄えられているメールのうち、アサインメントと一致するアカ

ウントのメールを CDONTS によって取り出し、MailCounselingTable に格納するためのモジュ

ール。 

5.6.2 Send.vbs 

MailCounselingTableに格納されているメールのうち、bSendがNo であるデータを処理し、

メールを送信するモジュール。 

5.6.3 UserUnknown.vbs 

メールスプール中のメールのうち、アサインメントと一致しないメールを、User Unknown とし

て送信者に送信するモジュール。 

5.7 添付ファイルの処理 

添付ファイルは Receive.vbsによって解析され、ファイル名等は AttachmentTableに格納さ

れ、実際のファイルは Attachmentフォルダに以下のファイル名で格納される。 

/Mail/Attachment/(MailID)-(AttachmentID).(添付ファイル名) 

たとえば、MailID=152 に３通の添付書類 計画書.xls, 実験.gif, 仕様書.docがあったとする

と以下のファイルが保存される。 

/Mail/Attachment/152-1.計画書.xls 

/Mail/Attachment/152-2.実験.gif 

/Mail/Attachment/152-3.仕様書.doc 



 

6 カウンセリングの流れ 

6.1 カウンセリングの種類 

本プロジェクトが提供するカウンセリングには以下の種類がある。 
 相談者種別 申請 方式 公開 
個別カウンセリング 特定児童・生徒 センターがカウンセリン

グ対象者を選択 
メール・BBS 非公開 

一般カウンセリング 不特定・申請制限あり WWWで申請 メール・BBS 非公開 
集団カウンセリング 不特定・申請制限あり WWWで申請 BBS 非公開 
各種 BBS 不特定 不要 BBS 公開 

6.2 ユーザ定義 

6.2.1 ユーザの権利 

ユーザのもつ権利には以下のものがある。 

管理者権 カウンセラーの追加ができる 
各カウンセラーの権利の変更ができる 

アサインメント権 個別・一般のカウンセリングの担当者割り当てができる権利 
相談者閲覧権 全相談者を閲覧するための権利 
BBS管理権 BBSを開設する権利 

BBSに誰が入るか決める権利 
個人情報変更権 自分の情報と担当相談者の個人情報を変更する権利 

全カウンセラーが標準で持つ 
カウンセリング権 カウンセラーとしてカウンセリングに参加できる権利 

全カウンセラーが標準で持つ 

管理者権をもつユーザははじめから一人設定されている。 

権利は一つ一つ設定することもできるが、基本は権利をまとめたグループ（アカウントステータ

ス）を使用する。 

グループ名 管理者権 
アサインメン

ト権 
カウンセラー

権 
相談者閲覧

権 
ＢＢＳ管理権 

個人情報変

更権 
システム管理

権 
カウンセラー

管理者 
○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

一般カウンセ

ラー 
－ － ○ － － ○ － 

外部カウンセ

ラー 
－ － ○ － － ○ － 

システム管理
者 

－ － － － ○ ○ ○ 

 

6.2.2 カウンセラー定義 

管理者権をもつユーザがカウンセラーの追加を行う。 

その際、権利を決める。 

カウンセラーのプロフィール等の詳細な情報はカウンセラー本人が後ほど加える。 

6.2.3 相談者定義 

個別カウンセリングの場合には、あらかじめ管理者権をもつユーザが登録する。 

それ以外は、各相談者が自ら登録する。 

相談者本人は相談者情報設定画面にて、プロフィールを書き込むことができる。 

また担当カウンセラーや、管理者はその修正が可能である。 

情報を新規送信すると、アカウントが発行される。この情報はWebの画面上に表示される。 



 

6.3 個別カウンセリング（メールとＢＢＳ） 

6.3.1 個別カウンセリングの準備 
STEP1: [個人情報入力] 
カウンセリングを受ける生徒はあらかじめきまっている

ため、カウンセリング管理者が相談者の個人情報を入力す

る 

ログイン 
相談者追加機能 

STEP2: [カウンセリングアサインメント定義] 
アサインメント権限をもつ人（デフォルトではカウンセリ

ング管理者）が、どの相談者にどのカウンセラーが担当す

るかの割りあてを行う 
この際、メールカウンセリング用のメールアドレスを申請

する 

カウンセリングアサインメント定義 

6.3.2 個別カウンセリングとカウンセラーのアサインメント 

Counselor A 

Counselor B 

Counselor C 

メール 

相談者専用

のＢＢＳ 

（個人ＢＢＳ） 

相談者は、申請時にメール/ＢＢＳカウンセリングを申請する。アサイ

ンメントで、カウンセラーがどちらか/両方にかかわるか決定する 

メール 

ＢＢＳ 

相談者 

 
6.3.3 個別カウンセリング（メール）の流れ 

ログオン 
Webにログオンしたユーザは、メールカウンセリングの準
備が完了していれば、アサインメントのメールアドレスを
入手できる 

ログイン画面 
メールカウンセリング画面 

メール送信 
相手にメールを送信する メールソフトを利用する 

メール受信 
相手からメールを受信する メールソフトを利用する 

メールデータの整理 
担当カウンセラーは、過去のメールやり取りを閲覧し、一

つ一つのメールに対し、タグ情報を付加したり、メモを加

える 

担当相談者一覧 
メール一覧画面 
個別メール編集画面 

カウンセリング評価 
カウンセラーは担当の児童・生徒にチェック項目をつける カウンセリング評価画面 

6.4 一般カウンセリング 

 



 

申請  
カウンセリングを受けたい生徒／親／教師は、WWW上で
カウンセリング希望申請を送信する 

相談者一覧 

カウンセリング管理者への連絡  
（オプション：申請があった旨がカウンセリング管理者に

メールにより伝達される） 
管理者は申請の詳細をWWW上で見ることができる 

相談者一覧 

カウンセリング割り振り  
カウンセラー管理者は担当カウンセラーを割り振る 
新規にアサインメントができるとその情報が相談者にメ

ールされる 

カウンセリングアサインメント定義画面 

6.5 BBS 

BBSを使って行うカウンセリングには以下の種別がある。 
名称 開設者 参加者 

個別カウンセリング 管理者 アサインメントされたカウンセラー 

集団カウンセリング 管理者 Webで申請した任意の人 

カウンセラーが割り当てるBBSと、人数制限で誰でも

入れるBBSがある 

特定話題・特定年齢別悩み相談 管理者  

 



 

7 データベース構造 

7.1 データベースの規約等 

データベースは、Microsoft Access のMDBをODBC経由で利用する。もし可能であれば、

Microsoft SQL Server 2000 へアップサイジングする。 

テーブル名やフィールド名等は、英字のみとする。 

テーブル名には、最後に必ず Table とつける。 

クエリ名には、最後に必ず Query とつける。 

7.2 データベースの種類とODBC 

データベースは開発の都合上３種類にわける。 
DSN ファイル名 内容 

Counsel Counsel.mdb カウンセリングとなるデータ 
個人情報、割り当て情報など管理・構成に

かかわる情報 
CounselMail CounselMail.mdb メールを使ったカウンセリングの中身 
CounselBBS CounselBBS.mdb BBSやチャットに関わるカウンセリングの中

身 

7.3 各種共通変数 

7.3.1 UserID 

UserIDは、３文字以上、１６文字以内の英数字である。 

ユニークであれば、各自自由につけることができる。 

7.4 必要なテーブル一覧 
テーブル名 機能 
AccountTable ログイン認証を行うためのテーブル 

カウンセラー／相談者双方が含まれる 
AccountStatusTable 各アカウントのグループを決めるテーブル 
CounselorTable 全カウンセラーのデータ 

メールアドレス／所属等 場合によって暗号化する 
ClientTable 全相談者のデータ 

全データは暗号化されている 
メールカウンセリングに関するテーブル 
ProblemTable 相談者の相談内容が登録されている 
AssignmentTable カウンセラーの相談者割付および進行状況 
MailCounselingTable サブジェクト／メール本文は暗号化 
MailCounselingTagTable メールに対してつけられるタグデータ一覧 
MailCounselingEncryptKeyTable  
LockTable  
AliasTable  
AgentLogTable  
BBS カウンセリングに関するテーブル 
BBSManagementTable BBSの開設等を行う 
BBSTable BBSの内容を保持 
チャットに関するテーブル 
ChatManagementTalble チャットの開設等を行う 
ChatTable チャットの内容を保持 
カウンセリング管理者に関するテーブル 
CounselingAccessRightTable カウンセラーのアクセス権限を格納する。 
評価に関するテーブル 
SituationTable カウンセラーが相談者の状況をチェックするテーブル 
ClientEvaluationTable カウンセラーが相談者を評価する項目 

 



 

7.5 Counselデータベース 

7.5.1 AccountTable 

 

7.5.2 AccountStatusTable 

 

具体的な値は以下のようになる。 

 

7.5.3 CounselorTable 

カウンセラーの個人情報を保持する。 



 

 

7.5.4 ClientTable 

相談者の個人情報を保持する。 

 

7.5.5 ProblemTable 

 



 

7.5.6 AssignmentTable 

 
7.5.7 SituationTable 

 



 

7.6 CounselMail データベース 

7.6.1 MailCounselingTable 

やり取りされたメール本文。全アサインメントのメールがひとつのテーブルに格納されている。 

 

 
AssignAccount Agent5 等、アサインメント専用のメールアドレスのアカウントになるものである。これは送ら

れてきたメールアドレスからアカウント部分のみを抽出し、AssignmentTable の
MailAddressと照合して一致を調べる。一致したもののみがこのテーブルに格納される。 

FromAddress 
FromUserID 
FromMailName 

送信者の情報。Address や MailName は送信者が送ってきた生の情報を利用する。も
し、Addressが、登録されているものと一致するなら、FromUserIDを設定する。一致しな
ければ、それは不正メールとして扱われ（Direction=0）FromUserID=null となる。 

To To欄には、アサインメント専用のメールアドレスのみを書くことを想定している。 
FromUserID がわかれば、送り主が Client なのか、Counselor なのか判定できる。
ToUserID は、判定の結果わかった ID であり、ToAddress はそれに対応するメールアド
レスである。 
ToNameは、未実装である。 

ToAddresses しかしながら、念のため、全部のアドレスはここに保持しておく。 
CC メールカウンセリングではCCはすべて無視される 

送りたければ、かってにメーラーが送ればよい。 
参考までに保持している。 

Direction メールの方向を示す。もし０ならば、送り主が不正であることを示す。この値が０のとき、エ
ージェントによって、送り主にエラーメールが送られる。 

SendTime 送信者がメールを送った時刻。 
RecievedTime 本サーバにメールが届いた時刻。 
bSend Directionの値に応じて、メール送信処理を行ったかどうかを保持する。 

 

上記のうち、MIMEやHTMLメールには対応する予定はない。また、メールヘッダは格納しな

いことが考えられる。 



 

7.6.2 AttachmentTable 

 
7.6.3 AliasTable 

 

7.6.4 AgentLogTable 

メールエージェントが処理した記録を残すためのテーブル。 

 
 

7.6.5 MailCounselingTagTable 

カウンセリングの内容をタグ付けするための情報。 

7.6.6 ClientEvaluationTable 

１７項目の相談者生徒に対するカウンセラーからの評価。 

 

 

7.7 Query 

以下の Queryを直接使用もしくは、SQLを参照して利用している。 
Query名 使用場所 使用方法 
CounselorManagetmentQuery CounselorManagent.asp 直接呼出し 
CouselingAssignmentQuery Assignment.asp 直接呼出し 
ViewAssignmentQuery ViewAssignment.asp 直接呼出し 
ViewAllClientQuery ViewAllClient.asp SQLを参考 

 



 

8 Web構造 

8.1 ディレクトリー構造 

www.school-counsel.net の下の物理的構成は下図のようになる。 

Admin 

Client 

Counselor 

counselor 

images 

(top) 

inc 

inc 

counselor Mail 

Evaluation 

Center 

bbs 

FnManage 

FnBBS 

ほか多数 
ほか多数 

公開BBS 

PBBSTop.asp  

 

相談申し込み 

PRegTop.asp 

inc 

css 

共通で利用する 

インクルードファイル 

CSSファイル 

センターの紹介 

ダミーページ 

外部評価者のページ 

自動JUMP 

Error エラー発生時のメッ

セージ 

Situation 

 



 

8.2 NTFSのセキュリティ設定 

WWWのルート以下同一の設定 
NTアカウント NTFS セキュリティ 

*** Full 
*** Full 
*** RX 
*** Full 
*** Full 
*** RX 

 

8.3 IISの設定 

8.4 CDONTSの設定 

本サーバは、@school-counsel.net のメールを受信するように設定されている。その設定方法

について解説する。 

IIS上では school-counsel.net というSMTPサイトの中に、ドメイン名を school-counsel.net 

ローカル（既定）とするドメインを設定する。このドメイン名が正しくないと、メールを受信することが

できない。もし、サーバの設定でこのドメイン名が異なっていた場合、直接変更ができないので、

エイリアスを作成してからそれを既定に設定するなどする必要がある。 

8.4.1 PORT 

２５番ポートでメール受信をするため、ルータではそこを開放する必要がある。 

8.4.2 受信先 

ドロップディレクトリ C:¥Inetpub¥mailroot¥Drop 

8.4.3 LOG 

週単位で LOGをとる。 



 

8.4.4 全般 

 

8.4.5 配信／詳細 

 



 

9 ページフロー 

9.1 全体の流れ 

TOPTOPページ構成ページ構成

センターの紹介

相談者登録

LOGON

カウンセラー

外部評価ページ

カウンセラー

外部評価

システム管理

/counselor

/
=/client

システム管理

新規相談者登録

センターページ

相談者のページ

将来的にはIP制限を行う

/mail
直接ここへ入ることはない

Login画面

 

9.2 カウンセラーページフロー 

カウンセラートップ

個人情報

カウンセラー管理

担当相談者

全相談者

アサインメント 新規割り当て 割り当て結果

編集 パスワード変更 変更結果

カウンセラー追加

個人情報 修正

相談者代理申請

相談者個人情報

相談者個人情報修正

相談者個人情報申請

相談者用モジュール

直接リンク

Formによる呼び出し

Frameコンテンツ

管理者権

管理者権

アサインメント権

カウンセラー権

Session
bCounselor, UserID, AccountStatus

call=agent,  Session(“NextURL”)

AssignmentTableの表示

ViewAllClients AddNewClientFrame

Client/AddNewClie
ntFrame.asp

Client/default.asp

 



 

9.3 相談者ページフロー 

相談者のページ構成相談者のページ構成

相談者トップ

個人登録

メニュー画面

公開BBS

ホームページ

Logon結果

Sessin(“UserID”)
Session(“AccountStatus”)

ホームからRedirectする

AccountTable, ClientTableに追加

Logon画面

個人情報変更

相談申し込み

メール一覧

AssignmentTableに追加

Session(“NextURL”)
PRegTop.asp

Loginできる人

１個別相談者

2 Administrator権

 

9.4 メール閲覧ページフロー 

/mail

Clinet/menu.asp

logon

ViewAssignment

メール一覧 メール閲覧

Counselor/AssignedClients.asp

Counselor/top.asp

Session(“UserID”)

Session(“UserID”)

Session(“AccountStatus”)

スルー

?AssignID=

?AssignID=

Session(“AssignID”)

 



 

10 ASP 

10.1 インクルードファイル 

10.1.1 adovbs.inc 

10.1.2 const.inc 

10.1.3 common.inc 

10.1.4 conn.inc 

Connection Object を作成する。const.inc で事前に定義された値によりどのデータベースコ

ネクションをオープンするか決定する。 
const.inc のデフォルト値 Connection object 

bConnectCommon = true conn 
bConnectMail = false connMail 
bConnectBBS = false connBBS 

 

10.1.5 functions.inc 

システム内の汎用的な関数群が定義されている。 

10.1.6 session.inc 

Session(“UserID”)がないと、TimeOut.asp を呼び出し、ホームページに飛ばさせるためのイ

ンクルードファイル。 

10.1.7 DateTime.inc 

10.1.8 Group.inc 
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